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１．金融リテラシー向上コンソーシアムとは

日本貸金業協会が大手貸金業者と協働して設立した団体です。金融リテラシ－

向上および金融トラブル被害防止により消費者保護に寄与することを目的とし、

金融教育セミナーの開催、金融トラブル事例や防止策に関するコンテンツの配

信などに取り組んでいます。
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名 称 金融リテラシー向上コンソーシアム

設 立 日 令和 5年 6月14日

所 在 地

〒 108－0074

 東京都港区高輪3丁目19番１５号二葉高輪ビル３階（日本貸金業協会内）

 ℡ 03-3739-3016

目 的 資金需要者等の金融リテラシー向上及び金融トラブル被害の防止

事 業 内 容
金融経済教育セミナーの開催、教育啓発教材の制作及び配布、啓発コンテンツ

の配信ほか

会 員

(2023/10/17現在)

日本貸金業協会、SMBCコンシューマーファイナンス（株）、アコム（株）、新

生フィナンシャル（株）、アイフル（株）、三井住友カード（株）、（株）アル

クレイン、（公財）日本クレジットカウンセリング協会
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2．設立の背景

 近年、金融犯罪等に関する手口は巧妙化・複雑化し、起業・副業・アルバイト詐欺、投資
詐欺等に関するトラブルが若者を中心に増加するなど憂慮すべき状況。

 上記を踏まえ、より質の高い金融経済教育を提供することで資金需要者等の金融リテラ
シー向上に貢献するとともに、金融トラブル事例の情報発信及び関係機関との連携強化に
より金融犯罪の未然防止及び拡大防止などの消費者保護対策に取り組むべくコンソーシア
ムを設立。

出典「消費生活センターにおける解決困難事例の研究 ～起業・副業をめぐる消費者トラブルの被害救済を中心に～」調査報告書
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連携

３．活動概要図

金融リテラシー向上
コンソーシアム

消費者団体

消費生活ｾﾝﾀｰ

そ の 他

消 費 者

行 政

警 察

他 業 界

協会員※ 隣接業界 関連団体

学 校 職 域 その他

※日本貸金業協会の加入業者

連携
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金融経済教育セミナー（講師派遣）、
教材提供、コンテンツ配信 等 
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4．組織体系
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事務局

日
本
貸
金
業
協
会

金融リテラシー向上
コンソーシアム推進室
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５．会員体系

会員種別 概要 年会費

幹事会員

本コンソーシアムの運営全般を担う

・企画運営委員を派遣し、コンソーシアム運営に係る各種決定
を行う

・講師派遣等の事業推進に係る事項は正会員と同じ

事業計画に基
づき年度ごと

に決定

正会員

コンソーシアムの事業推進に係る下記事項を担う

・講師派遣（無償）

・金融経済教育推進に関するノウハウの提供

・教育及び啓発コンテンツの提供

・各種情報提供

￥120,000

賛助会員
コンソーシアムの設立趣旨に賛同し、会費負担により運営を支

援する
・将来的に講師派遣を想定する先には、講師育成の支援を行う

¥60,000

特別会員
コンソーシアムの設立趣旨に賛同し、情報提供、助言等により

運営を支援する（原則、公的機関またはそれに準ずる団体）
無料

※会員種別によらず、コンソーシアムが発信する各種情報の入手、本コンソーシアムが所有する教育・啓発
ツールの無償使用ができる。
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６．運営規則抜粋（1）
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会員の責務等（第７条）
幹事会員及び正会員は、講師派遣、金融経済教育推進に関するノウハウの提供、教育及び啓発コ

ンテンツの提供並びに各種情報提供を行う。
前項に規定する各事項の実施に係る人件費等の費用は、全額実施会員の負担とする。
日本貸金業協会は、第１項のほか、事務局事務、出張講座の受注拡大、教育教材及び啓発ツール

の作成、提供及び監修、講師育成及び支援並びに行政機関及び関係団体との連携を行う。
幹事会員は、第１項のほか日本貸金業協会が行う第３項の各業務に協力するものとする。
会員は、本コンソーシアムの業務の範囲内で、本コンソーシアムが所有する教育及び啓発ツール

を無償で使用することができる。
会員は、本コンソーシアムの名称及び運営等資金を本コンソーシアムの運営等のためにのみ使用

するものとし、それ以外の目的で使用してはならない。

業務（第４条）
本コンソーシアムは、第１条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行う。

・金融経済教育に関する出張講座の開催
・教育及び啓発ツール作成、これらの作成支援並びにコンテンツの提供
・講師の育成及び育成支援
・関係行政機関、消費生活センター、警察ほか関係各所との連携
・各種情報発信
・企画運営委員会の定める業務

目的（第１条）
本コンソーシアムは、金融経済教育による資金需要者等の金融リテラシー向上及び金融トラブル

被害の防止等による消費者保護に資するための諸活動を行うことを目的とする。
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６．運営規則抜粋（2）

事務局（第23条）
本コンソーシアムの業務を処理するため、日本貸金業協会に事務局を置く。
（後略）

企画運営委員会（第14条）
本コンソーシアムに、業務の適正な実施及び本コンソーシアムの適正な運営を確保し、必要な

施策の意思決定を行う機関として企画運営委員会を置く。
企画運営委員は、幹事会員がその役員又は職員から任命し、本コンソーシアムの事業について

その会員を代表する。

企画運営委員会の権限（第16条）
企画運営委員会は、本コンソーシアムの業務運営に関する重要事項について決議を行うものと

する。

代表者及び権限（第22条）
本コンソーシアムの代表者は、日本貸金業協会の会長とする。
前項の代表者は、本事業の実施に関して本コンソーシアムを代表し、本事業の実施その他の本

コンソーシアムの運営に必要な資金、その他の財産を管理する義務及び権限を有するものとす
る。
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経理処理（第27条）
本コンソーシアムの予算、決算その他経理に関し必要な事項は、日本貸金業協会の「経理規

則」に基づき処理する。
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ご参考① セミナーの概要

 学習指導要領に基づき策定したコンテンツによる対面、リモートによるセミナー（講
師派遣）の実施

 特に投資詐欺、副業詐欺などの被害に遭わないようにする金融リテラシー向上に資す
るコンテンツの充実   （お金でつまずかない、つまずいた時のリテラシー向上）

プログラム概要

生活設計・家計管理

ローン・クレジット

金融トラブル

学習
内容 知識

習得型

開催
形式

学習形式 学習コンテンツ

対象
高校・専門学校、短大、大学、

若年社会人

地域 全国（離島など一部の地域を除く）

その他

 特徴は、銀行、クレジットカード会
社、  貸金業者において、直近で発
生している金融トラブルの事例の紹
介が充実

 講師は、コンソーシアムが認定した
講師を派遣 （参加企業・団体が講
師を実施。個社名なし）

＜対面型＞ ＜リモート型＞

開催先の学校・会場で
講義を行う出前授業

オンライン会議ツール
を活用した双方向型のラ
イブセミナー

9



Copyright © 2023 Japan Financial Services Association. All Rights Reserved

ご参考② コンテンツの概要

生活設計・家計管理

ローン・クレジット

金融トラブル
特にコンテンツが充実しています

ライフプランニング

家計とは

収支の管理

ローン・クレジッ
ト・後払いの仕組み

信用と消費者信用

契約

金利と利息

多重債務について

ローン・クレジットを
上手に利用するために

金融トラブルとは

ヤミ金

インターネット
トラブル

マルチ商法

カードトラブル

特殊詐欺・
その他詐欺

ライフプランニング の必要
性や日々の家計管理における
支出の目的や優先順位等を明
確にするポイントを紹介。

契約に関する基本姿勢を学
習し、使い過ぎによるリス
クを考慮して利用するポイ
ントなどを紹介。

日々巧妙化している悪徳業者による金融トラ
ブルの様々な具体的事例を学ぶとともに、被
害にあったらどうなるのか、被害にあわない
ためにはどうするのかなど、その備えとして
対策方法について紹介。

高収入アルバイト

奨学金

悪質商法

消費者契約法

トラブルに巻き込ま
れた際の対処方法

困った時の相談先
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貯蓄のポイント

人生の三大支出とは

お金と上手に付き合う
ために
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ご参考③ プログラム例
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18歳から大人 家計管理の重要性

金融トラブルから自分を守る多重債務について

成年年齢引下げに伴い18歳から可能になること、
契約により発生する権利と義務について学ぶ

家計管理の重要性を理解することで、お金と上手
につきあうためのポイントなどを学ぶ

金融トラブルの特徴と対応策を学び、回避する判断
力を養う（フィッシング、不正利用等）

多重債務にならないため、多重債務になる原因など
を学ぶとともに、なった場合の対応について学ぶ
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ご参考④ セミナーの申込みステップ
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開催
日程・開催

  方法等調整
事前打合せ

要望
  ヒアリング

申込み

 プログラムは、数あるコンテンツの中から受講者に身に付けてほしい知
識・情報のテーマに沿ってお選びいただけます

 開催希望日の1カ月前までを目途にご連絡（お申込み用電話番号：03－
5739－3016）をお願いいたします。

 お申し込み後、ご要望の確認、プログラムの詳細等のお打ち合わせをさせ
ていただきます。

 開催時間は、授業・講義時間、社内研修の枠に応じて対応いたします
（例：30分、45分、90分など）

 開催形式は、「対面型」「リモート型」「視聴型（準備中）」等、ご要望
に合わせて対応可能です

 講師派遣料、交通費など費用は一切かかりません
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ご参考⑤ セミナーの開催実績
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２０２３年９月より金融経済教育における講師派遣をスタート

加盟会員の全国の拠点より認定講師を派遣

専門学校東京国際ビジネスカレッジ

日時／場所
２０２３年9月26日／東京都台東
区

受講者 専門学校生１４０名

講義テーマ 金融トラブル

東京都立国際高等学校

日時／場所
２０２３年９月26日～10月２日
／東京都目黒区

受講者 高校生２９０名

講義テーマ 金融トラブル、ローンクレジット

大阪市立住吉商業高等学校

日時／場所 ２０２３年１０月４日／大阪府

受講者 高校生３１名

講義テーマ 生活設計・家計管理

大阪城南女子短期大学

日時／場所 ２０２３年１０月９日／大阪府

受講者 短大生１１５名

講義テーマ 生活設計・家計管理

学校法人武井育英会育英高等学校

日時／場所 ２０２３年１０月２１日／兵庫県

受講者 高校生３６８名

講義テーマ 金融トラブル、ローンクレジット

学校法人大麻学園四国医療専門学校
【四国財務局共催】

日時／場所 ２０２３年１０月１９日／香川県

受講者 専門学校生４２名

講義テーマ ローンクレジット

※実績は2023年10月31日現在。受講者は教師など関係者を含む。
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